
【再評価】

事業の
必要性

事業の
見込み

事業の
効果

年度 事業期間
事業費
（億円）

進捗率
（％）

Ｂ/Ｃ

2022 2008～2025 6.9 42

2022 2013～2028 10.4 36

2017 2013～2023 10.0 1

2012 2013～2018 10.0 0

2022 2017～2026 13.2 40

2017 2017～2023 4.2 0

【事後評価】

2022年度　第2回委員会　評価実施事業一覧表

番号 事業課
事業名

（細事業名）
地区名 事業箇所 事業目標 事業内容

採択
年度

再評価
該当基準

事業期間
延伸理由

各評価項目の判定結果
対応

方針案

参考事項：H30年度と前回再評価時との比較
（上段：今回、中断：前回再評価時、下段：事前評価時）

備考

1 道路維持課
交通安全対策事業
（交差点改良事業）

（主）名古屋碧南線
（森岡工区）

知多郡東浦町

①交通円滑化
②歩行者等の安全確保
③危険通学路の解消

交差点改良
L=0.25km
W=16.0m 2008 再評価

用地取得
難航

B B A 継続

2 道路維持課
交通安全対策事業
（歩道及び自転車歩
行者道設置事業）

（国）２４７号
（内海工区）

知多郡南知多町

①交通事故の削減
②歩行者等の安全確保
③危険通学路の解消
④交通円滑化

自転車歩行者道設置
L=0.65km
W=15.5m 2013 再評価

用地取得
難航

A B A 継続
審議済
2012,
2017

3 道路維持課
交通安全対策事業
（歩道及び自転車歩
行者道設置事業）

（一）道場山安城線
（福釜工区）

安城市

①歩行者等の安全確保
②危険通学路の解消
③交通円滑化

自転車歩行者道設置
L=0.68km
W=10.75～13.75m 2017

審議済
2017

再評価 計画変更 A B A 継続

事業費
（億円）

事業期間
事業目標の達

成状況

事業効果の発

現状況
事業実施によ

る環境の変化

上段：実績

下段：当初

上段：実績

下段：当初

○：達成

×：未達成

○：発現

×：未発現

○：影響無

×：影響有

16.5
2012～
2017

16.7
2012～
2017

14.5
2011～
2017

16.1
2011～
2017

66.0 1996～2017

61.0 1996～2006

38.6 2001～2017

39.5 2001～2008

○ なし なし あり○
審議済
(2010
再々)

あり○ なし○ なし

3
排水機場　２か所
排水路　L=4.1km
排水樋門　１門

○農地整備課
農業農村整備事業

（たん水防除事業）
鍋田２期 弥富市

既設排水機場の老朽化に伴う排水能力の低
下や流域開発による降雨流出量の増加に対
応するため、既設排水機場を更新整備し、
農地等の湛水被害を防止する。

○排水機場　２か所4 農地整備課
農業農村整備事業

（たん水防除事業）
大府五ヶ村川 大府市

既設排水機場の老朽化に伴う排水能力の低
下や流域開発による降雨流出量の増加に対
応するため、既設排水機場を更新整備し、
農地等の湛水被害を防止する。

○ ○ なし なし あり

あり

2 公営住宅課 公営住宅等整備事業 初吹
はつぶき

住宅Ｂ街区 豊田市

県営住宅の整備の促進、居住環境の整備の
観点から、老朽・狭小化した県営住宅の更
新を行い、現入居者に対しては再入居を保
障し、建替事業を実施する。

老朽・狭小化した
県営住宅の建替事業
耐火構造
5階建て
3棟 130戸

○

老朽・狭小化した
県営住宅の建替事業
耐火構造
5階建て
4棟 180戸

○ ○ ○ なし なし1 公営住宅課 公営住宅等整備事業 西春
にしはる

住宅 北名古屋市

県営住宅の整備の促進、居住環境の整備の
観点から、老朽・狭小化した県営住宅の更
新を行い、現入居者に対しては再入居を保
障し、建替事業を実施する。

備考

事業目標 事業内容
今後の事
業評価の
必要性

改善措置
の必要性

同種事業
に反映す
べき事項

番号 事業課
事業名

（細事業名）
地区名 事業箇所

事業概要（上段：実績、下段：当初） 評価結果の概要 対応方針（案）の概要


